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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，都市経済を分析し都市計画を論じる際に重要で骨かつ都市の存在にとって本質的な役
割を演じるところの「集積の経済」と「アメニティ価値」についてラ都市経済学の理論モデルを展
開しヨ計量経済学的手法を用いて実証的に分析している。
　論文は2部構成になっており、その第I部は，都市における集積の経済の分析である。集積の経
済は害主に，都市化の経済と地域特化の経済に分類されヨそれらの都市における生産活動に異なっ
た影響を同時に及ぼすものである。都市化の経済は都市規模が企業の生産に対して与える集積の利
益であり，地域特化の経済は一都市内のある一産業の規模がその産業に属する企業に及ぼす集積の
利益でありう明確に区別されなければならないが。従来の生産関数を用いた都市の集積経済の分析
ではヨこれら2つの経済性を分離した推定結果を得ることに成功していなかった。本論文ではラ生
産関数の推定にあたってヨフレシキブルなTrans玉og生産関数を用い，集積の経済の諸特性を明示的
に組み込んだ企業レベルの生産関数を特定化し，それを各産業別に集計することによってヨ都市化
と地域特化の両経済効果を分離した推定値を得ることに成功している。
　実証分析にあたっては、1979年の工業統計から産業2桁分類について，日本の人口10万人以上の
都市を対象にクロス1セクション分析を行っている。推定は。生産関数と労働のコスト1シェア方
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程式の2つの推定式を同時に，反復3段階最小二乗法を適用して行なわれた。
　推定結果の要約は，以下の如くである。（1）製造業は都市化の経済を地域特化の経済より強く享受
する産業とその逆の傾向の産業に大きく二分され，前者には軽工業，後者には重工業がそれぞれ対
応している。（i1）同一産業内の企業（工場）の空問的集中から生じる地域特化の経済性はヨ多くの製
造業に有意に存在している。㈹製造業の多くは、巨大都市に立地するよりう大都市圏域製の中位規
模の都市に立地する方が。より高い都市化の経済便益を受ける。このことは。最近の製造業が大都
市圏の申核都市から周辺の中小都市へ再立地している傾向と符合している。
　さらにヨ第I部ではラ社会資本ストックの生産性への効果も集積の経済性と併せて分析されてい
る。その結果ラ生産関連の社会資本ストックの生産性への効果は，ほとんどの製造業にとって有意
でラ集積の経済効果より幾分強いことが明らかになった。
　第I部が生産側にとっての外部経済の分析であったのに対し、第II部は主として都市の居住者（消
費者）にとっての外部性（アメニティ）の分析である。
　アメニティを非市場的な環境財と定義しヨ都市の居住者（消費者）の効用最大化，財生産者の利
潤最大化の行動をヨCobb－D㎝glas型関数を仮定することによって定式化しヨ3本の行動方程式
一eamiRg－amenity　equat量㎝，1ocal　gOods　pr三ce　e叩ati㎝，of童erwage　eq峨ti㎝一で表現される都
市システムのモデルを導出している。
　都市内の住宅市場が均衡にあるといえ仮定の下で，アメニティのcap1ta11zat1㎝の概念が明確に示
されている。すなわちヨ大気汚染のような都市内の各立地点に固有のアメニティは住宅価格に反映
されラそういったアメニティの都市の境界での値と都市全体にとって一様に働くアメニティの水準
が所得（賃金）に反映される。
　アメニティをその性質によって分類した後，リッジ回帰を援用した2段階最小二乗法によって，
都市のアメニティ価値を推定した。アメニティの平均隈界価値ではヨ交通事故発生率に対する評価
が他のアメニティに比べ相対的に高くラ日本における交通事故問題の重要性を示唆している。
　eaming－amenity　equati㎝の推定においてはラ短期において都市間の人口配分が不均衡状態にあ
る可能性を考慮して，人口移動の変動を導入しヨ不均衡を是正した形で推定を行なっている。ここ
で推定された方程式について、現状のアメニティ1レベノレに対し人口移動の項をゼロとおくことに
よってラ均衡水準に対応した各都市での（diS）am㎝ityを補償した所得（賃金）が求められる。計
算の結果ラ東京画大阪の巨大都市においては、現実の所得（賃金）は（d量S）amen｛tyを十分に補償
する程高くないということが明らかになった。
審　　査　　の　　要　　旨
　従来。都市における集積の経済の概念はあいまいで，またヨ実証分析における定式化も様々であっ
た。しかもう集積の経済の重要な特徴である都市化経済と地域特化の経済の効果を明確に分離した
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形の推定値は得られていなかった。
　申請者は、論文の第I部では，集積の経済性を企業1産業にとっての内部経済・外部経済の観点
から明確にし，生産関数に明示的に導入することによって，従来成し得なかった都市化と地域特化
の経済効果を分離した推定値を得ることを可能にしている。またラ高度な計量経済学の手法を用い
た実証分析結果から都市1地域ならびに産業計画に資する政策的インプリケーションが具体的に考
察されている。このような意味において，都市経済学の分野で果した貢献は大きいものと考えられ，
高く評価できる。また、第I部においては，杜会資本ストックと集積の経済の生産性への効果を同
時に分析しており。このような例は世界にも無くヨパイオニアリングなものと言える。
　論文の第II部においては、最近増々その重資性が叫ばれている都市アメニティについてラそれを
評価する都市経済モデルの綴密画厳密な展開を行ない骨それによって言従来悉意的であったアメニ
ティ評価の経済学的な概念を明確に提示している。実証分析においても、高度な計量分析法を用い
てアメニティの経済評価を行なっており，その政策的インプリケーションからも都市計画。政策に
寄与するところは多大である。理論1実証的にみて，従来のアメニティ分析を大きく前進させた研
究と評価できる。
　論文の第I部値II部を通じてう特にヨわが国の場合，このような経済理論に基づいた厳密な都市
経済の実証分析は極めて少なく，その意味においてもラ本研究は非常に高く評価される。
　よって事著者は学術博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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